
平成２３年２月８日
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冬期の安心・安全な通行の確保に向けて
～急勾配箇所にすべり止め材等を設置します～

年末からの記録的な降雪により、鳥取河川国道事務所及び倉吉河川国道
事務所管内の国道９号において、大型車の立往生が相次ぎました。そのよ
うな状況を受け、このたび道路勾配が急勾配であり、立往生が多く発生
した鳥取市日光坂地区（鳥取市気高町日光～浜村）他３箇所において、道
路利用者に緊急的に散布していただけるように試行的にすべり止め材を設
置しました （別添資料参照）。

これまでも急勾配箇所及び橋梁部等、路面凍結の発生しやすい箇所には
凍結防止剤を設置していましたが、今回設置したすべり止め材を併せて活
用してもらうことにより、立往生による交通渋滞が減少すると考えていま

。 、 、 、す また 冬期における安全で円滑な交通確保のため 冬用タイヤの装着
タイヤチェ－ンの早期装着にご協力をお願いします。

○場 所 鳥取河川国道事務所
国道９号 鳥取市気高町日光坂（別添資料参照）

にっこうざか

倉吉河川国道事務所
国道９号 東伯郡琴浦町箆津（別添資料参照）

の つ

西伯郡大山町松河原
まつがわら

西伯郡大山町大塚
おおつか

○設 置 物 すべり止め材(７号砕石)(新規)､看板（新規）､凍結防止剤(既設)

問い合わせ先

国土交通省中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 国土交通省中国地方整備局 倉吉河川国道事務所

かくだ しんいち いもおか としあき

副 所 長 （ 道 路 ） 角田 真一 副 所 長 （ 道 路 ） 芋岡 利昭

たなか こうじ やまね けいたろう

【担 当】 道路管理第二課長 田中 弘司 【担 当】道路管理課長 山根 圭太郎

ＴＥＬ（０８５７）２２－８４３５（代表） ＴＥＬ（０８５８）２６－６２２１（代表）

鳥取河川国道事務所ホームページアドレス 倉吉河川国道事務所ホームページアドレス

http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/ http://www.cgr.mlit.go.jp/kurayoshi/
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→鳥取方面上り坂（上り線）
最大勾配６．３％

←米子方面上り坂（下り線）
最大勾配５．７％

【箆津】赤碕登坂（271.8-272.66）

至

鳥
取

至

米
子

スタック車両に対する対策強化について 鳥取河川国道事務所

※スタック…駆動輪が雪道に埋まって進まなくなること。

●設置目的

登坂区間について、緊急的な豪雪などにより、スタック車両救出等に
迅速に対応するため、現地に砕石袋や、凍結防止剤（塩化カルシウム）
を配置し、対応に備える。

●設置場所

登坂区間の勾配が上り坂の区間に設置

●設置内容

砕石（直径約5mm、土嚢袋）

凍結防止剤（塩化カルシウム２５ｋｇ/袋）

●使い方
凍結防止剤及びすべり止め材は立往生が発生した際、タイヤの前
に撒く事により、速やかな立往生の解消の手助けを行うものです。

※凍結防止剤は、これまでも各所に配置していた「塩化カルシウム」です。
※すべり止め材は、「7号砕石」と呼ばれる物で、2.5～5.0㎜サイズの砕石で

す。北海道での使用実績があり、鳥取河川国道事務所では、今回初めて
試行的に配置します。

※気温が高く降雪量が少ない場合は、凍結防止剤を散布し、気温が低く降
雪量が多い場合はすべり止め材を使用している例が多い。（北海道での例）

【平面図】

スタック車両対応品備蓄箇所

対策箇所

日光坂地区
（鳥取市気高町日光～浜村）

国道９号

米子方面

京都方面

凍結防止剤（３袋）＋すべり止め材（３袋）

凍結防止剤（３袋）

配置箇所

配置箇所

配置箇所

渋滞例 ①

①

凍 結
防止剤

すべり
止め材

MT004
タイプライターテキスト

MT004
タイプライターテキスト
２



字　釼 野

字　下 野

272k100

272k200

272k250

東伯郡琴浦町大字箆津

字　下野

字　西 牧 戸

字　砂 田

字　瀧 ノ 前

字　岸 ノ 前

字　吹　上

字 西 清 川

271k750

271k800

271k900

272k000

東伯郡琴浦町大字箆津

字 吹 上
字 熊 野 田

字 九 尺 

字 穴 窪

271k500

字 小 婦 計字 東 清 川

字 西 清 川

字 砂 田

271k600

271k700

東伯郡琴浦町大字箆津

271k750

字清水尻

字一本松

字釼野

字金屋之西

字屋敷下通

273k00
0

273k1
00

273k20
0

EC

BC

西伯郡大山町田中

273k25
0

字屋敷下通

字釼野之東

字釼野

272k80
0

272k90
0

西伯郡大山町田中

272k75
0

字釼野之東

272k500

EC

272k6
00

272k7
00

西伯郡大山町田中

字 釼 野 之 東

字  釼  野

BC
272k300

272k400

東伯郡琴浦町大字箆津

西伯郡大山町田中

【箆津】赤碕登坂（271.8-272.66）

①
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スタック車両に対する対策強化について 倉吉河川国道事務所

■国道9号赤碕登坂（271k800-272.660）

※スタック…駆動輪が雪道に埋まって進まなくなること。

●設置目的

登坂区間について、緊急的な豪雪などにより、スタック車両
救出等に迅速に対応するため、現地に砕石袋や、凍結防止
剤（塩化カルシウム）を配置し、対応に備える。

●設置場所

各登坂２箇所、積雪をなるべく防げる跨道橋下、夜間でもよ
くわかる照明下に設置

●設置内容

砕石（直径約5mm、土嚢袋）

凍結防止剤（塩化カルシウム２５ｋｇ/袋）

L=860m

【平面図】

縦断勾配 最大5.7%

①

スタック車両対応品備蓄箇所

対策箇所

赤崎登坂

中山登坂
（西伯郡大山町松河原）

富長登坂
（西伯郡大山町大塚）

3.25 3.03.25
【横断図】

凍結防止剤（３袋）＋すべり止め材（約２０袋）

配置箇所

配置箇所
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